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　いよいよ新しい世紀の幕開けです。20世紀の100年間に人類の

飲物に対する嗜好も色々と変化しました。そして、特定のアルコ

ール飲料がもてはやされる「ブーム」も何度か起こりました。そん

な中で、私にとって最も喜ばしい「ブーム」がいわゆる「ワイン・

ブーム」です。この、「葡萄」を原料としてできる、おそらく有史以

前から存在したであろうと考えられる古いお酒。さらに、人間の

進歩と一緒に長い時間をかけて現在の形に到達した素晴らしいワ

インが、19世紀頃までは運搬の難しさなどの事情から、主にヨー

ロッパなど限られた地域だけで消費されていました。それが、や

っと20世紀後半になって、新しい便利な交通手段の出現で、今や

世界中の隅々まで運ばれ、大勢の人たちに飲まれ、愛されること

になったのです。これは人間の食文化史上、最も楽しい出来事と

言ってよいと思います。わが国でのワイン嗜好も21世紀には更に

定着したものになるでしょう。

　さて、ワインには複数の年の収穫ぶどうで造られたワインを混ぜ、

ラベルに年代の表示の無い低価格なワインが一部ありますが、大抵

の場合は単数の年の収穫だけで造られます。ワイン愛好家はラベ

ルに書かれた年代を見て、そのヴィンテージが良い年とか、普通の

年とかに大きな関心を寄せて購買の選択をします。またヴィンテ

ージの選択には、その年にどのような出来事があったか、結婚し

た年、子供や孫誕生などの祝い事で選ぶこともよくあります。区

切りの良い年にも人気があり、ここ数年は1900年最後の年である

1999年、世紀末である2000年、21世紀最初の2001年などのヴィ

ンテージ、というようにこれらの年代がワインのラベルに表示され

ているワインを開けて飲み、特別の感慨にひたることも流行しそ

うです。特にブルゴーニュの赤ワインで1級畑や特級畑の銘醸ワイ

ンで長持ちするワインをある程度まとめて買い、将来のために寝

かせて置き、特別の機会に飲むのは意義のあることだと思います。

　それでは本題に入りましょう。今回はワインのヴィンテージにつ

いて、また、年別のワインの評価を表記するヴィンテージ・チャー

トについてお話ししたいと思います。

ヴィンテージ（Vintage）とは

　ヴィンテージは英語で（ある特定の年）を意味します。主にワイ

ンの収穫、作柄のことを言い、ヴィンテージ・イヤーはぶどうの豊

作年、当たり年を指します。先ず、良質のワインを造るには、良

く熟れたぶどうが必要です。未熟なぶどうや、傷んだぶどうから

は決して美味しいワインは造れません。従って、美味しいワインを

見つけるにはそれぞれのワイン生産地でのぶどうの出来、不出来

を知ることで、おおよその品質を窺い知ることに役立つのです。

産地

　質の良いワインを造るぶどうが理想的に育成するには条件が幾

つかあります。先ず地球上でぶどうが栽培できる土地は、北半球

で北緯約30度から約60度、ほぼ日本列島の九州から北海道までが

すっぽり入る地域です。南半球では陸地が少ないので南緯約30度

から40度までのワイン・ベルトと呼ばれる帯状の地域です。それよ

り北でも南でもぶどうは上手く育ちません。加えてその土地の土

壌や地質がぶどうの栽培に適しているかが重要になります。従っ

てそのような土地は限られていることになります。これがブルゴ

ーニュその他の既成のワイン産地が尊重されている要因です。

次いで重要な条件は天候

　毎年、ワインの原料ぶどうの品質に大きく影響するのが、年に

よって異なる気象現象です。5月に花が咲いて9月から10月に収穫

されるまでの百数十日間、晴天が多く、日照時間が長いと、糖度

の高い良質なぶどうが育ちます。傾向として気温が低めの年には

果汁の酸度が上がります。これは白ワインにとって新鮮で、さわ

やかな味わいになります。しかし赤ワインは酸度が高いと苦くて、

すっぱく不快な味わいになります。一方、気温が平均より高めの

年は糖度は充分でも、ワインは焦げ付いたような味わいになり美

味しくありません。これらの条件以外にも生産者たちが恐れる急

激な天侯の変化、ひょう、竜巻などの災害や、年によって降り出

す秋の長雨があります。収穫直前に雨が降り出して止まず、雨に

たたかれながら取り入れをしたぶどうからは決して良質なワイン

は期待できません。毎日の天候を心配して、自然とも戦うぶどう

栽培は易しく無く、生産者の苦労が偲ばれます。
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ヴィンテージ・チャート

　その年の天候によって品質の優劣が決まるワインの品質を、お

およそながら、安直に知ることができるもの、それは、ヴィンテ

ージ・チャートです。これは「葡萄酒年代別品質評価表」とでも呼ぶ

べき、ポケットサイズの小さなカードです。発行元は様々で、フラ

ンス食品振興会など政府の出先機関が、自国産のワインを産地別

に分けて評価したもの、国際的に読まれているワイン専門誌が、

フランス・ワインだけで無く、イタリア、ドイツからカリフォルニア・

ワインまで広く世界中のワインを網羅した内容のものもあります。

また、ワインのセールスに力を入れている大手ホテルやレストラン

でも、それぞれ独自のチャートを作成してお客に配布しています。

そんな中でパリの有名な三つ星レストラン「タイユバン」のチャートは、

オーナーのジャン・クロード・ヴリナ氏が自ら優良年を選び、産地別

に20点満点で評価したものです。内容は、ボルドー赤、ボルドー白、

ブルゴーニュ赤、ブルゴーニュ白、シャンパーニュ、アルザス、コート・

デュ・ローヌ、ロワール、ジュラ、ラングドック／プロヴァンスの重

要ワイン産地のワイン点数と、現在それらのワインが熟成中、今が

飲み頃、すでに熟成と3つの色で分類しワイン好きのお客に好評で

す。しかし、よく見ると矛盾も感じ取れます。例えばロワールの

ように、フランスで最も長い川の流域に広く点在する異なったワ

イン産区のワインを、全部まとめてひとつの数字で採点するのは

どうかと思います。そして、コート・デュ・ローヌ地方も、北のエ

ルミタージュと南のシャトーヌフ・デュ・パープとも別にしてほしい

とも思います。

　尚、これらのチャートは、当然毎年新しい年のワインが加わり、

古いヴィンテージは重要性の低い年から削除され、更新されてい

きます。

　ワイン選びをこれらのチャートに頼ると落とし穴もあります。例

えば、世紀の当たり年と高い評価の年にも、時に品質の低いワイ

ンが生産されることはあり得ます。また、逆に不作と伝えられる

年でも、美味しいワインを見つけられる可能性もよくあります。

ここにワインという飲物の持つ楽しみの一つ、意外性があるのです。

しかし、最近は気象情報が非常に発達して、以前に比べて天候の

変化を素早く察知できるようになりました。加えてワイン醸造の

ための機械類も大変便利なものになりました。その上、生産者の

醸造学に対する知識や技術も、以前は親から受け継いだ、勘に頼

ることが多かったのですが、今はしかるべき化学（エノロジー）を

学校で学んだ技術者によって確かなワイン造りがされています。

従って失敗や事故は無くなり、生産性も上り、ワイン産業は2、

30年前に比べ非常に安定したものになっています。つまり、不作

の年は極端に減り、品質の安定した年が増え、ワイン選択の面倒

も少なくなっているのです。

　チャートの点数は作った所で色々と違います。私が長年集めた

チャートには簡単な赤丸、黒丸、白丸2つ、白丸1つの順に特上の年、

偉大な年、中位の年、平均的な年の4段階で悪い年は評価無しのチ

ャー卜から、5点満点、7点満点、10点満点、20点満点（これが一

番多い）、100点満点迄あります。�

　ヴィンテージ・チャートはワインを選ぶ時の参考に利用できるお

およその目安で、絶対のものではありません。特にブルゴーニュの

特級、一級格付けのワインの評価は5年、10年と適切なセラーに保

存することにより、最初の評価より良くなる場合がよくあります。

楽しみですね。

「タイユバン」のヴィンテージ・チャート�

Château de Chailly / シャトー・ドゥ・シャイイ�

お問い合せ
（株）佐多商会業務室　担当： 岩沢

Tel.  03  3582  5087

ブルゴーニュへ、ようこそ

中世がいまだに息づいている

ブルゴーニュヘいらっしゃいませんか。

極上の銘酒を生み出すぶどう畑、

グルメレストランの数々、中世そのままの街なみ、

美しく広がる大地や、小さな村々、

豊かな生命力と「はだのぬくもり」を感じる地方、

それがブルゴーニュです。

ホームページ�
（http: // www.chailly.com）�


